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高 温超 伝導 体YBa2Cu30yに お ける








































置研究所(金 研、多元研)、1セ ンター(未 来科学技術共同
研究センター)に 所属する優れた物質・材料研究者を融
合する研究推進体制を確立。最先端の物質作製 ・評価技



















































































形状記憶TiNi合 金(ニ チ ノール)は 、合金 であ
りなが ら形状 を記憶 した り、ゴム のよ うに伸 び
縮み する(超 弾性)と い う特異な性質 を示す ため
工業 材料あ るいは医療材料 として多 くの分 野で
使用 されています。代表的な生体応用例 としては、
整形外科用矯正用具、手術用カテーテル、血管補強・
拡張 用ス テ ン トな どの医療 分野 を始め、歯列矯
正用 ワイ ヤ、人工歯根 な どの歯科治 療分 野や 眼
鏡 フ レームな どがあ ります。ところが、最近構成
元 素 であるNiの ア レルギ ー性あ るいは発癌性が
指 摘 され るよ うにな り、ヨー ロ ッパ各 国でTiNi
合金 の生体 への使 用 を禁止 しよ うとす る動 きが
あ るのです。米 国、日本な どで もNiの 細胞毒性が
深 刻 に議論 され るよ うになっています。
このよ うな背景か ら、Niを 全 く含 まな い形状
記 憶 ・超弾 性合 金の開発 競争 が国 内外で激 化 し
てい ますが、本研究 部門では、この要請 を満足す
るニ ッケル フ リーTi-Nb-Sn合 金を世界 に先駆 け
て開発 しました。
動物 の細胞 に対 して金属 の毒性 があるか どう
か を調査 した文献 によ る と、動物細胞 の培 養液
中でNi、A1、Fe、Coな どの金属 のイオ ン濃度が臨
界値 を越 える と細胞 の増殖が完全 に停止す るの
に対 し、Ti、Zr、Nb、Ta、Snで はイオ ン濃度 を増
加 させ て も細胞 は増殖 し続 けます。そ の結果 、生
体用 として使用す る ことので きる安全 な金 属元
素 はTi、Zr、Nb、Ta、Snで あると結論され ました。
む な
善 開発と応用研究
生体 に とって安全性 の高 い5
元 素 の中で、NbとTaはTiとZr
の高温 にお けるbcc相 を安定化
す る元 素であ り、形状記 憶 に不
可欠なマルテ ンサ イ ト変態 が組
成 に依存 して発現 します。この
ときのマルテ ンサイ トの母相 は
不規則構造(bcc)で あることか ら、
母相 がB2規 則構 造 で ある形 状
記憶TiNi合 金 とは異なった形状回復 メカニズム
が必要 であ る と考 え られ ます。形 状記憶 発現 の
ため には、変 態ひず みが 小 さい ことと変 態 に と
もな う体積変化 によるひずみが転位 と して母 相
に導入 され に くい こと(低 弾性率化 お よび母 相
強化)が 必須で しょう。
SnはTi合 金の固溶強化元素である ことが知 ら
れ 、多 くの実用Ti合 金 の添加元 素 と して利用 さ
れ て いる ことか ら、母 相 の強化 には有効 で ある
と期待 され ます。そ こで、これ ら5元 素 を組み合
わせた(Ti,Zr)一(Nb,Ta)-Sn合 金で組成 と熱処理条
件 の最適 化 を試 み ま した。そ の結 果 、Ti-(16-
18)at%Nb-(4-5)at%Snで 、形状記」[意特性 および
超弾性が発現す る ことを明 らかに しました。
写真 に見 られ るよ うに、熱処理 によ り平板 に
記憶 させた リボ ンを室温でコイル状に変形 し(写
真 左下)、お湯 に入れ る と形 状回復 します(写 真
右下)。この合金は37℃ の擬似体液 中にお いて化
学 的 に極 めて安定 していて、構成金属 の溶 出 は
ほとん ど認 め られ ません。
超 弾性 は、溶体 化焼 き入れ 速度 の制御 ある い
は溶体化焼 き入れ 処理後短時 間時効 または溶体
化後二段焼 き入れ で発現す る ことが明 らか にさ
れ てい ます が、形 状回 復の メカニズ ムや著 しい
組成お よび熱処理 依存性な どについては不明な
点が多 く、引き続き本部門で研究を続けて います。
一方、マル テ ンサ イ トの母 相がbccで あるTi-
Nb-Sn合 金は、形状記憶TiNi合 金 とは異な り、細
線や薄板への塑性加 工が極 めて容易で ある とい
う特徴 をもつため、広範 な分 野への応 用展 開が
期待されます。現在、新素材設計開発施設にお いて,
歯列矯正用ワイヤ、脊柱側弯症矯正器具、ステ ン ト、
眼鏡 フ レームへの応用研究な どを進 めて います。
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国際化への勧め サイエ ンスの中に美 しさを求めて ありが とうございました
遠 藤 康 夫
附 属材料科学 国際 フロ ン
テイ アセ ンター の立上 を任
され て東北大学 を去 るこ と
もあ り、私 の考 え る 国際 化
を文章 にして退官 の辞 と した いと思 い ます。私
は理詰め の人間で はな いので、論理 を基礎 とす
る物理学 を選 んで研 究 を続 けるの に大変苦 労 し
てきま した。も っとも 「論理性 」の基準 は相対 的
なもので しか あ りません。ということは、私 は一
般 的な 日本 人の物理 屋 を標準 に とれば、融通性
が利かな い堅物 なのか もしれ ませ ん.
る協 調性、機 動性 や、き め細か い研 究環境 づ く
りも最大限に評価すると良いと考えます。例えば
全国 の大学 の研究 者 を招 く共 同利 用研 究 の制
度や、外 国にまで広 めたグ ループ共 同研 究な ど
は 日本独 自の研究方式 で あ り、この方 法は西洋
式の論理か らはなかなか生 まれて来ないので「国
際化」の重要 な必 要条 件で す。もっ とも現 行の
金研 で行わ れて い る共 同研 究 が国 際評価 に耐
え られ るか ど うかは全 く別 問題で、相 当の努力
が要求されることは間違いあ りません。金研 の数々
の国際 化へ の取 り組み が研 究 所の 隅々 に十分
現在、大学の「国際化」なる流行語が日本中頓 ∴溝透すれば あえて「国際」の冠詞が不要になり、
蔓延していますが、「国際化」も絶灣基準欝彎飜蠡壽攤緲 る研究所の姿が実現することになり
藻蹄芝窓鷺 認 弊凄纎 鍵 闘畳灘毳騰讖鷺 孟膿繕
報攤 曇驥糴韈驪　轍 懿欝餮講編
されている後輩 を見るたびに気 の毒になるので.'、
気晴 らしのた めに この文章 を贈 りたい とも思 い
ました。日本 人は欧州 人 に比 べて論理性 に欠 け
ますが、国際化は西欧の基準 に合わすのではな く、
日本 人の特 性 を100%生 かす ことが 国際 的 に求
め られ るので し ょう。まず大 学機 関 の中で 日本
人 の特性 が発揮 され る活 動が活性 化 し、さ らに
この特徴 が国境 を越 えて世界 に浸透 され る時、
真の国際化が達成す る時期 と考 えています。
研究所は個 々の教官 に突出 した独創性 を発揮
す る提案 を求 める と同時に、日本 人が得意 とす
欄 聽 です。
仙 台の地で、34年間 の永 き に亘 って自由に研
究 を続け させ て頂いた ことに感 謝 して います 。
特 に多 くの学生諸君 と楽 し く勉強できた ことは、
私 のこの上も無 い満 足です。
研究 に満足はあ りませんし、幸いな ことに未だ、
好 奇心 は失わ れて い ませ ん ので 、今、暖 めて い
る構想 を しば らく考 え てみ た い と思 ってお り
ます。
平賀 賢二
一 昨 年 のNHKの 教 育放
送 の「天才 の栄光 と挫折」と
い う番 組 の 中で、数学 者藤
原正 彦博士が 天才的数学者
の業績 と人 とな りを興 味深 く述べて い ました。
そ の中で、しば しば、天才によ って導 きだされた
定理、公式 に対 して"美 しい"と いう表現で賛美
をお くって いました。そ して、証明 されて いな い
公式 に対 して さえ も、その公 式の美 しさ故 に誰
もが疑 って いない とも言い切 って いま した。数
学 にまった くの素人である者 にはその本意 をく
み取 れませ んが、サイ エ ンス にお ける普遍的な
真理 に対 して は"美 しい"と い う言葉が最適な表
現で あ り、また美 しさ故 に普遍 的な真 理なのか
もしれ ません。
多 くの人が美 しいと感 じるよ うな科学的な成
果 をあげた研究者 は幸福 ですが 、美 しさを感 じ
る対象は人 によりさまざまであるのは もちろん
です。夢 中でや ってきた仕 事 の中あ るいは苦労
して考 え抜 いた中か ら発見 された小 さな事柄 も、
その苦労が大 きければ 大きいほ ど美 しさある い
は愛 お しさを感 じます。今、約40年 間 の研 究生
活 を振 り返 って見 る と、この 美 しさが あるが故
に研 究 を楽 しんで きた ので はないか と感 じて い
ます。ほぼ半年 間何 も成果 も得 られず 悪戦苦闘
して きた高分解能 電子顕微 鏡実験 で、初めて フ
イルム に微か に写 しだ され た像 には何 ものに も
かえが たい美 しさを感 じたの を思い 出 します。
そ して、今見 ると何 とも感 じな い多 くの電 子顕
微 鏡写 真 も、撮った 当時 は最 高の美 しい像 と感
じて いた のも確かです。もちろん、電 子顕微 鏡写
真だ けではな く、物質 の多 くの性質 の中 にも美
しさを感 じて きました。
無我夢 中で研究 を進 めてきた若 い時代 とは違
い、サイ エ ンスに美 しさを感 じる こ とがで きる
ようにな って きた研究 生活の後半 に出くわ した
準 結晶 は、そ の構造 の基 本 に存 在す る不 思議 な
美 しさのため に虜にな り、そ の美 しさを満喫す
る幸福 を経験 させて も らい ました。古 代ギ リ シ
ャ時代 か らヨー ロヅパで 美の根底 に存在す る も
のと して崇拝 されて きた黄金比(Goldenratio>
が、この構 造 の理 解 に関 係 して い る ことにもよ
ります が、周期 という単純な規 則 とは異な り、美
しい性 質を もつ規則が準結 晶の構 造 に存在 して
いま した。黄金比 は、一度 関係す る と、それ を進
めて いった議論の中で またひょっ こり顔 を出 し
て く る性 質を持 ってお り、いつ 黄金比 の関係が
現れ て くるか を考 え、年取 った脳 細胞 を刺激す
る喜 び も加 わ り、サイエ ンスの 中の"美 しざ'を
準結晶研究 で大いに楽 しませて もらいました。
サイエ ンスの中に美しさを求めてきた成果 は、
高 分解 能電 子顕 微鏡 研究 では 「材 料評価 のた め
の 高分解 能電子顕微鏡法」(共立出版)に 、準結晶
研究 では 「準結 晶の不思議 な構造 一アル スの森
を散歩 して一」(アグネ技術 セ ンター、2月出版予
定)に まとめ るこ とがで きま した。これ で、サイ
エ ンス以 外の ところで美 しさを求 め る準備がで
きた ようです。
山口 泰男
磁性体 の示す 多様 な性質
を原子 レベル の ミク ロな観
点か ら理 解す る とい うのが
近代的 な磁気物 理学 の手法
ですが、その際 もっとも必要 とされるのが磁気構
造(原 子磁気モーメン トの並び方)のデ ータです。
中性子回折は このことを研 究する上で、他 のどん
な ものに も勝る実験手段です。やって行 くほどに
そ の威 力を実感 してきて、結局、私 は中性子回折
を使 って40年 近 く磁性体やその周辺の物質 につ
いての研究を行 って きて しまいました。私 の研究
の歴史 は中性 子回折装置の建設 の歴史 で もあ り
ます。いろいろな性能を組み込むた めに、装置毎
に新たに設計し予算を獲得して建設す るわけです。
POLTO偏 極中性子 回折装置を建設 して強磁性体
中の磁気電子の空間分布 を測定 し、磁気モーメン
トの成 り立 ちを研究 しま した。この 装置では10
人の博士が誕生しました。
JRR-3原 子 炉が改造 のため停止 した ときに上




JRR-3の 改造 が完了 して二つ のビームポー ト
を貸与され、上記のKIDとPOLTOを 改造・移設 し
て単結晶用 と粉 末試料用 の装置に しま した。後者
はその後、新 た に高能率 の装置HERMESと な り
ました。これ らは、四極子 相互作用 な どの稀土類
私が 金研 に来た頃の渡辺浩教授 はカナダのヅ'磁 性体 の新 たな局面 を開いて きた我々のグルー
ロックハ ウス博士の もとで中性子非 弾性散鼠 を
や って こられたばか りの時 で、中性子回折や メス
バ ウアー効果 な どの手法を用いた近代的 な磁 気
物理学 をめざしておられま した。
最初は、原研JRR-3原 子炉に設置 されたTOG中
性子回折装 置を用 いた遷移 金属炭化物や 酸化 物
磁性体 の結 晶構造 と磁気構 造の関係 についての
研究 です。渡辺先生の興味は酸化物磁性体の電気
伝導 と磁性 の関係で、特に金属伝導 を示す酸化物
磁性体 にあ ったのです。この方向は、後 に酸化 物
超伝導 につなが る方向であったのですが、なかな
か試料作 りが難 しく、私たち若手 の連中は金属問
化合物磁性体 の方へ行って しまいました。今か ら
思 え ば 少 し残 念 で す 。次 に 同 じ くJRR-3に
プの主力装置 として、また全国共 同利 用の装置 と
しで大いに成果 を挙げ活躍 中であ ります。
金研のいい ところは研究サポー ト・スタッフが
充実 している ことです。特 にお世話 になった のが
技術部 の人 たちで、縁の下 の力持 ち役に徹 し、全
ての局面で研究 を支 えて頂きま した。中性子 に関
しては原研駐 在の根本啓次 さん を抜 きに しては
語れませ ん。
金研 に来 てか ら37年 近 い年 月が経ち ま した。
随分長 く居たものだ と思 いますが、幸せ な年 月で
した。この間お世話 にな った多 くの人々の顔が浮
かんで きます。あ りが とうござ いました、後 に続
く人達 の頑張 りによ って金研が ます ます 発展 し
てい くことを願ってお ります。











は、かな り鮮明 に記憶 しているので
はないでしょうか。また、偶然の出来
主 旨の手紙を受け取りました。少し







料 を出す と云 って、かな りの額 の小
切手を手渡 された のです。そ の粋な
事の結果印象に残ることもあるで し、 謙 らいのお陰で、帰路は 自費と覚悟
へ り もギ ら
よ毳1
ま、199。年に_囃 蠡 萋繍 憲 愚=聾 袈
理 国 際セ ン ター(ICTP)で 開催 され
たAdriaticoResearchConference
on"Defectsinhexagonal-close-
packedmetals"で の出来 事 を忘 れ
る こ とが で きま せ ん。この会 議 へ の
参加 申 し込 みはか な り遅 れ ま したが、
幸 い出席 を許 され ま した。そ の時 、会
議 事務 担 当者 か ら 「招待 講 演 者 と し
て 招待 す るが 、予 算 が既 に底 をつ い
て いる ので 、講 演料 は 出 せな い」との
ました。ほんの些細な出来事ですが、














のが 金研で した。昭和40年 の3月
半ばで した。良 き先輩諸氏、先生方
に恵 まれ コー クスス トー ブの焚き
方 か らは じめ、周 囲の方か ら何 で
も教 わ りました。機械 加工 だ けは
経 験 があ りま した ので、分 か った
あればできるのか、想像できません。
とは言 いつつ も、後半 の重 要な時
期 に、難病 にもめ げず仕 事 をや り
遂げた と言 うは強 い心 臓のお陰で
もなく、多 くの周囲の方 々のご支援、
ご協 力で成す ことが できま した と
言 う外 あ りませ ん。本 当 にあ りが
とうござい ました。
と ころで、金研 は これ か ら再び
糧 界 の金研 を めざ し、多 くの努力
つ もりで工場の旋盤を借 りて工骸 悔黛 するで しょう。しか し、金研 を支
をする時の態度を とがめ られ 縮 鑿 勦 る のは 日本 であ り、東北であ り、
ず き ぢ か
とが あ りま したが、この年 にな 遭操ii鎗絨 であ り、仙 台です。この ことも
て も直 りません。'蠢 頭 に置 き進 まれ 、次 の100年 を
コ ップを何度か取 り替 えて も ら
い、そ の 中で の 自由と不 自由 を味
わ って いま した 。あれか ら37年 、
コ ップを取 り替 えた り、水 を汲 ん
で くれ た り、沢山の コ ップ が載 っ
ているお盆を持ってい る人 を思 慮
で き るよ うにな りま した。そ うす
る と、退 職の挨拶 に「大過 な く…」
と記す には、どの く らいの 心臓 が
めざ し、市 民 に愛 され る煉瓦造 り
の研 究棟 の復 活を期待 したい と思
います。
入所 以来40
数年 にわ た り
旋盤 加 工一 筋
モ ノ造 りに携
わ ってき ま した。その務 め もま も
な く終 え よ うとして います。入所
当時 を振 り返 って見 ます と昨 日の
よ うに思い出されます。
昭和34年 、本所 附属工場 に配 属
され、今で は想像 もつか な いよ う
な ところです が、木造平 屋の機 械
工 場で 、戦災 に遭 った工作 機械 を
修 理 して使 って いま した 。当時 の
私 の主 な仕事 は、旋盤 を使 った機
械加 工で した。そ の当時は、材料 の
機械 的性質 を調べ るた めの丸棒 引
張試験 片の加工や実験用装 置の作
製 な どがほ とん どで した。入所 当
時 は何 も分 らな いので、諸 先輩 か
ら手 取 り足取 りで、機械操 作や 切
削工 具 の作 り方な ど、いろ いろな
こ とを指 導 して も らい ま した。特
に思 い出 され るのは 、一番 最初 の
仕事 です。何十本 もある丸棒 引張
試験片 を作 製 したわ けです が、始
め に先輩が機 械加 工 を行 い、私 は
試験 片のゲー ジ部 をエ ミリー紙で
磨 くとい う ことをや りま した。寸
法精度 を良 くす るた め、粗 い番数
のエ ミ リー紙 か ら始 めて、最後 に
仕 上用のエ ミリー紙 で磨 く工程 を
根 気強 く続 けま した。そ うした ら
指 先が腫 れて しまい、病 院 に走 っ
た痛 い思いが昨 日のように思い出
され ます。
一・人前 になって か らは、昭和31
年 に入った昌運カズー ブ社製高速
精 密旋盤 を相 棒 と して、各種 装置
などを作 り、今 日に至ってい ます。
今思 えば、この よ うに長年 にわ
たり充実 した仕事ができたことは、
良き先輩 方や 同僚、また 諸先 生方
のお蔭 と感謝 してお ります。今後、








通 知 をなが めて、過 ぎ去 った歳 月
の速 さを驚いている次第です.
改 めて過 ぎ去 った 日々を振 り返
える と、一方 に一抹 の侘 び しい思
いがかす めて 行 きますが、今 は
雑な気持ちです。 磯
大 学 に40数 年間勤 め、各.
いろんな人との出会いを通磯
研 とい う素晴 らしい所 で4年 間過
ごせ 、素晴 らしい人達 に囲まれ、支
え られ、助 け られ、微 力な私 に とっ
て は、本当 に楽 しく充 実 した部 局
纛 緲 挨拶をこ鰤 をおかり
鱠 齲 になった試 訊 肪
ぜ金て の方 々に対 して 「有難 う
辛いこと、仕事上での失敗な選 戀 纖 ・ました」と、元気な姿で御礼
数 多 くあ りま したが 、回 りの人 が
らの支 えで何 とか切 り抜 け、結果
的 には大 過な く過 ごさせて いただ
きま した 。よ くぞ ここまで続 ける
ことがで きた ものだ と思 い、これ
もひ とえに、諸先生方、上 司、先輩、
同僚 、後 輩 の皆様 に恵 まれ たお か
げだ と、感謝 の気持 ちで一杯 です。
定 年 を迎え る最後 の部局 が、金
で した。
退職 日まで、残 され た 期間 はわ
ずか とな りましたが、まだ、何 か積
み残 したものが感 じられ ますので、
悔 いな く精 一杯それ を埋め たい と
の挨 拶が言 え るのが、何 よ り嬉 し
い もので す。最 後 に今 後 も益 々金
研 の発展 を願 って結 びと します。
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10月12日(土)、13日(日)の2日 間にわた って東 北大学 附置研究所 等一般 公開 「片平 まっ り2002」
の 一環 と して金 研一 般公 開 が行わ れ ま した.両 日とも秋 晴れ に恵 まれ、約1500人 あ ま りの方 が
金研 を訪 れ、各研 究室、セ ンタ ーな どの展 示、公 開 実験 な どを見学、体験 され ま した 。今 回の一般
公 開で は、パ ネ ルの 展 示、説 明 の ほか に多 くの 公 開実 験 デモ ンス トレー シ ョンが 行わ れ、見学
者の 方 々が実 際 に見て 、触れ て、体 験で き る趣 向が凝 らされ好 評で した 。このよ うな研 究所 公開
に よ って 地域 、一 般市 民 の方 々 に"金 研"
を理解 して いた だき 、関 心 を持 って いた
だ く ことは、今後 ます ます重 要 になる と
思われ ます 。
また 本公 開 にあ わせ ま して 、1号館 玄
関ホ ール の金研 紹 介 パネ ル、資料展 示 シ
ョーケ ー スな ど を更新 、設 置 いた しま し
た 。金研 の"今"と"昔"を 知 る こ とが で き
ます。パネル 、資料 の 内容 は適 宜、最 新 の
物 に更新 す る予 定 です 。御 要望 が あ りま

























































































































向性を議論することを 目的に、平成14年10月10日 ～11日 の2
日間、表記研究会が開催されました。
取り上げ られた トピックスは、さまざまな無機酸化物(図 は
最近10万 に近 い誘電率が報告されているCaCu3Ti4012の 結晶
構造)、有機物質などとその合成 、リラクサーや相分離現象、非
線形伝導現象や関連する測定技術の開発などです。講演は、各

















「水素」は文 字通 り水 の素(も と)で す 。
そ の意味 で は.「水 素」は最 も身近 な元 素
のひ とっ といえ ます。
最近では、燃料電池の燃料 としての「水素」
の機 能性 が注 目されて い ます。燃 料電 池
とは、水 の電気 分解 の逆 反応 によ りエ ネ
ルギ ーを取 り出す こ とが で きる、次世 代
のエネルギ ー貯蔵 システ ムです。例えば 、
この燃 料電池を搭 載 した 自動車は、「水 素」
と酸素 を燃 料 と して水だ けを排出す るこ
とか ら、究 極の 無公 害 車 と して国 内外 で
盛んに研究開発が進 められ ています。
私たちは、燃料電 池の燃料 であるf水素」
を コンパ ク トかつ安 全 に貯蔵するため に、







合金 系や ナ ノカ ーボ ン系、クラ スタ ー系
の水 素貯 蔵材 料 の開発 を進 めて います 。
例 えば、図の よ うな クラス ター系 の材 料
(LiBH4=円内が高容量の 水素を含んだ 水素
クラ スター)で は、液体 水素状 態の10倍 以
上 にも達 す る高 密度の水 素を含む軽 量な
材料の設計が可能 にな ります。
さら に、「水 素」には超伝導 材料 や熱電
変換材料 の特性 を飛躍的 に高 める可能性
が秘 め られて お り、多様 なエ ネルギ ー貯









受賞年月日 所 属 氏 名 賞 名 受賞年月日 所 属 氏 名 賞 名
H141.12 松原研 林 好一 日本放射光学会奨励賞 H14.8.1 中嶋研 中嶋 一雄 日本結晶成長学会論文賞
3.27 中嶋研 宇治原 徹 応用物理学会講演奨励賞 9.11 井上研 ルズキン ドミトリヴァレンチノヴィッチ YoungParticipantsScierltIstsAward,lSMANAM2002
3.28 井上研 井上 明久 日本金属学会第51回 金属組織写真賞 9,20 技術部 遠藤 行男 日本分析化学会有功賞
416 技術室 播磨 宣幸 文部科学大 臣賞 ・創意工夫功労者表彰 10.31 岩佐研 岩佐 義宏 金属研究助成会第12回金属材料科学助成賞
5.10 松原研 林 好一 本多記念研究奨励賞 兼後藤研 折茂 慎一 金属研究助成会第12回金属材料科学助成賞
5.16 高梨研 高梨 弘毅 イ ンテ リジ ェ ン ト・コ スモ ス 奨励 賞 松井研 福元 謙一 金属研究助成会第42回 原 田研 究奨励賞
5.17 後藤研 後藤 孝 日本セラミックス協会学術賞 高梨研 嶋 敏之 金属研究助成会第42回 原 田研究奨励賞
5.21 後藤研 増本 博 本間記念賞
10. 井上研 井上 明久
20021nternationalMetalbgraphicContest,
ThirdPlace,ASMInternational新素材 木村 久道 本間記念賞
技術部 福岡 清人 本聞記念賞 11.2 井上研 井上 明久 日本金属学会第50回 論文賞
5.27 技術部 笹森賢一郎 粉体粉末冶金協会技能賞 長谷川研 永井 康介 日本金属学会第12回 奨励賞





11.6 高梨研 嶋 敏之 日本応用磁気学会優秀講演賞
松原研 林 好一 12.4 井上研 井上 明久 MRS2002FallMeet ngBestPosterAward
中嶋研 中嶋 一雄 井上研 加藤 秀実 MRS2002FallMeet ngBestPosterAward
中嶋研 宇佐美徳隆 花 田研 吉見 享祐 MRS2002FallMeet ngBestPosterAward
人 事(平 成・4年8月 ・日～平成・5年1月1日)
,.・ 尋三}・ ・. 載瓢驚 蠶 隆簾靉 蕪購i驫覊蝿覊驪 羹『蘿i韆一匸・蕪醗 鑞靆 飜
才 田 淳 治
一
助 手10/1付 採用(井上研) 本 河 光 博 教 授 10/1付 東北大学名誉教授(客員部門)
中 森 裕 子 助 手10/1付 採用(兼 後藤研) 今 野 豊 彦 教 授 10/1付 大阪府立大学大学院工学研究科教授喀員部門)
青 木 大 助 手10/1付 採用(材 料試験炉) 早乙女 康 典 教 授 10/1付 群馬大学工学部教授(客員部門)
薬師寺 啓 牧 野 彰 宏 教 授 10/1付 秋田県立大学システム科学技術学部教授噺 素材)
霧




クマール ヴィジェイ 教 授 9/1付 インドウマー丿レヴィジェイ博士財団代表(フロンティアセンター1
トロンプルドルフマリア 教 授 9/11付 ア刈 かmMUワ トソン研究センター主妊概 員(フロンティアセンター)
ご_二'』 ジェオ ン ドンギル 教 授 1/1付 韓国・明智大学物理学科教授(フロンティアセンター)
深 田 直 樹 助 手 8/16付 転出(筑波大学物理工学系講師へ) リエラ ホセ アレハンドロ 教 授 1/1付 アルゼンチン・ロザリオ大学物理学科教授(フロンティアセンター)
辻 幸 一 助 手 9/30付 辞職(大阪市立大学助教授へ) 植 村 泰 朋 教 授 1/1付 アメリか コロンビア大学物理学科教授{フ回ンティアセンター)
高 橋 英 志 助 手 10/1付 転出(多 元研助手へ) バルガスガルシアジョー湘 ベルト 教 授 1/1付 メキシコ・国立工科大学金属工学科教授(新素材)
木 村 強 庶務掛長 1/1付転出(研究協力部研究協力課専門員へ)
團 ・園 ・圈 ・国
IMRニ ュース を改訂 して早三度 目の正 月を迎
え ました。広報室は親 しみ易 い情報紙 を提供す
る ことを 目標 として生 まれ ましたが、少な くと
もこの意図は成功 したと自画 自賛しております。
特 に高梨教授の広報室長就任後、若 い人の感覚




実現にはIMRニ ュース を手にす る読者が もっと
もっと広報室 に忌憚 のないご意見 を下さる こと
が重要です。そのことをお願いしたいと思います。
国際化の一貫 としてス タッフを充実 させて英語
版 も望まれ ます。
最後にな りましたが、広報室 の糸 山さん、印刷
の協力をして頂いている方々には今後 とも御支
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